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1は じめに

図1.サ バ州 東岸セ ンボルナ周 辺

本 報告 で は,マ レー シア ・サ バ州 南東岸 の 国境 海域(図1)に 住 む海 サマ(Sama

Dilaut)人 のイ スラー ム化お よび宗 教実 践 の変化 と,サ バ 州 にお けるイ ス ラー ムの制

度化 との関係 につい て考察す る 1).こ こで い うイ ス ラー ム化 は,海 サマ人 がイ ス ラー

ムを受容 ・実践す る よ うにな った過 程 に くわ え,か れ らが地域社 会 でム ス リム と して

広 く認 知 され る よ うに なった過程 を含 む もの と し,考 察 の焦点 は後者 の過程 にお かれ

る.

対 象 とす る海 サマ 人 は,か つ て は船上 に居 住す る精 霊信 仰 の 民で あ った が,1950

年代 半 ばか ら家 屋居住 に移行 し,同 時 にイ ス ラー ム を受容 し始 めた.し か しそ の後 も

近 隣の多数 派 のムス リム集 団で あ るタ ウス グ(Tausug)人 や 陸サマ(Sama Deyaq)

人 は,か れ らを 「正統 な らざるムス リム」 とみ な し,モ ス クな ど公 のイ ス ラー ムの場

か ら排 除 しよ うと した.海 サマ人 が地域社 会 にお いて ムス リム と しての地位 を確 立す

る よ うにな るのは,イ ギ リス領 直轄植 民地(Crown Colony)で あった北 ボルネ オが

サバ 州 と してマ レー シア連 邦 に加 盟 した後,1960-70年 代 以降 の こ とで ある.そ の過

程 は,マ レー シア連邦 とい う政治 的枠組 み 内でのサ バ州 にお け るイ ス ラー ムの制度 化,

つ ま り州 政府 が,イ ス ラー ム にかんす る法 令や イ ス ラー ム行政機 関 を施 行,設 立 し,
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中央 か ら村 落 レベ ル に至 るまで のイ ス ラー ム の諸活 動や ムス リムの社 会生 活 を実 際

に管理 ・統 括す るよ うにな る過程 と同時 に進行 した．

海 サマ 人 のイ ス ラー ム化 は,ど の よ うにイ ス ラー ム の制 度化 と連 動 して いたの か.

かれ らの宗教実 践 は,制 度化 され たイ ス ラー ムが村 落 レベ ル に浸透 して い く過 程 でい

かに変化 した のか.本 報告 で は,東 南 ア ジア島嶼 部 にお け るムス リム社 会 の変容 を国

家 に よ るイ ス ラー ム の制 度化 とい うマ クロな政 治過 程 に連 繋 させ て理 解す る一つ の

試 み と して,こ れ らの問 いを探 って いきた い.

海 サマ 人 を含むサ マ人 は,フ ィ リピン ・スルー諸 島,マ レー シア ・サバ 州,お よび

イ ン ドネ シア の東カ リマ ンタ ン州 や ス ラウェシ 島の沿岸 部 に居住 してい る.ス ル ー諸

島か らサ バ州南 東岸 にか けて の地域 に居 住す るサ マ人 の宗教 につ いて は,少 な か らぬ

民族 誌 的研 究 の蓄積 が あ る[e.g. Casino 1974;Nimmo 1990a,1990b;Yap 1993;

Bottignolo 1995].し か しそれ らの研 究 の多 くは,イ ス ラー ム的要素 に隠れ て存在 す

る 「よ り純粋 な」在 地 の宗教 体系 を抽 出す る ことに力点 をお いてお り,イ ス ラー ム受

容 の過 程や,イ ス ラー ム と在 地 の宗教 との相互 作用 とい った側 面 にはあま り目を向 け

て こな かった[床 呂 1996].

近年 の東 南 ア ジアのイ ス ラー ム にかんす る歴史研 究や 人類 学的研 究 は,1970年 代

までの東 南ア ジア研 究が東 南 アジア のイス ラー ムを固有 の文化 の表 面 を覆 う 「薄 いベ

ニヤ板(thin veneer)」 で あ るかの よ うにみ な してきた ことを批 判 し,同 時 にそ うし

た認識 が 「伝統 文化」 を強調 しよ うとす る研 究者 の視 点 の偏 りや 先入観 に根 ざす もの

であっ た こ とを指摘す るよ うになって い る[e.g. Roff 1985;Hefner 1997:11].

イス ラー ム化 以前 の 「純粋 な」宗教休 系 を探 ろ うとす る従来 のサ マ人 の宗 教 にかん

す る研 究 の 多 くは,そ うした 「薄 いベ ニ ヤ板」 論 に立脚す る もの で あった とい え る.

さらに従 来 の研 究 は,サ マ人 の宗 教生活 の変化 をかれ らの居住地 域 を超 えたマ ク ロな

政治 的文脈 に連 繋 させ て捉 えよ うとす る動態 的 な視 点 を明 らかに欠 いて いた 2).

こ うした先行研 究 の問題 点 をふ ま えて本報 告で は,海 サマ人 のイ ス ラー ム化 とイ ス

ラーム化 に ともな うかれ らの宗教 実践 の変化 に議論 の焦 点 をお き,そ れ らの歴 史過 程

を,州 レベ ル でのイ ス ラー ム行政 とイ ス ラー ム教育 の制度 化,郡 レベ ルで のイ ス ラー

ムを め ぐる社会 秩序 の再編 とい った,イ ス ラー ムをめ ぐるマ ク ロな政 治的 文脈 に定位

して理 解 しよ うとす る.

主な考 察対象 は,カ ッロン村(仮 名)の 海 サ マ人 であ る.カ ッロン村 はサバ州 南東

岸 のセ ンポルナ(Semporna)郡 に位置 してい る(図1).筆 者 は1997年 か ら1999

年 まで の約 二年 間,カ ッロ ン村 を中心 に臨地調 査(フ ィー ル ドワー ク)を お こなった.

本報 告 で い う 「現 在 」 は この時期 を指す.臨 地 調査 の 際 には,サ バ 州 イ ス ラー ム局

(Jabatan Hal Ehwal Agama Islam Negeri Sabah,JHEAINS)の セ ンポルナ支 部

や,JHEAINSが 管轄す るイ ス ラー ム学校 で も聞 き取 り調査 をお こなった.本 報告 の

民族誌 的,地 域 史的記 述 は これ らの調 査 に基 づい てい る 3).

以 下,次 節で は対象社 会 につい て概 説す る.第3節 で はサバ 州 にお けるイス ラー ム

制度化 の過 程 を,第4節 で はセ ンポル ナ郡 にお けるイス ラー ムの社会 秩序 の再編過 程

を整理 す る.第5節 で は,カ ッ ロン村 の海 サ マ人 のイス ラー ム化 をマ クロな政治 的文

脈 のな かに位 置 づ けて考察す る.第6節 で は,制 度化 され たイ ス ラー ムの受 容 に とも

なって生 じた海 サマ人 の宗 教実践 の変化 とその メカニ ズム につ いて検 討す る.
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2対 象社 会の概 要

海 サマ 人 はサマ(Sama)人 の一 集 団で あ る,サ マ 人 とは,サ マ語 を話 し,サ マ を
一般 的 な 自称 とす る人 々を指 してい る .居 住 地 は,フ ィ リピン南部 のスル ー諸 島か ら

イ ン ドネ シア東 部 に至 る広 い海域 に及 び,人 口は75万 人 か ら90万 人 と推計 され てい

る[Sather 1997:2].

本 報告 が かかわ るのは,フ ィ リピンのスル ー諸 島南部 か らマ レー シアの サバ州南 東

岸 にか けて居住 す るサマ人 で ある(図1).こ こに住 む サマ人 の うち,1950年 代 頃ま

で船 上生 活 を営ん でい たサマ 人 とその子 孫 が本報告 で い う海 サマ 人,19世 紀 中にす

でに定住化 していた サマ人 の子孫 が陸 サマ人 で ある4).両 者 を包 括的 に扱 うときは単

にサマ人 と呼ぶ こ とにす る.こ の地域 には他 に タ ウス グ人 が住 む.タ ウスグ人 はスル
ー諸 島 中部 のポ ロ(Jolo)島 を本 拠地 とす る人 々で

,サ マ語 とは明 らか に異 な る系統

の言語,タ ウス グ語 を話す.

マ レー シア の国勢調 査 に よれ ば,1990年 のサ バ州 のセ ンポルナ郡 の総 人 口は約9

万人 で,う ち8割 弱 をサマ 人が 占め る.サ マ人 の うち1割 ほ どが海 サマ人 と推計 され

る.タ ウス グ人は総 人 口の1割 前 後 の少 数派 であ る[Department of Statistics, Malaysia

1995:18-20].他 方,フ ィ リピンの国勢調 査 に よれ ば,2000年 のスル ー諸 島の総人 口

は約94万 人 で,う ち約7割 をタ ウス グ人 が 占めてい る.サ マ人 は総 人 口の3割 弱,

サ マ人 の うち8%が 海 サマ 人 で あ る[National Statistics Office, Republic of the

Philippines 2002a,2002b].

スルー諸 島では,現 在 に至 るまで,タ ウス グ人 を政 治経 済お よびイ ス ラー ムの領 域

にお ける支配集 団,陸 サマ 人 を中間的 な集 団,海 サマ人 を最下層 の従 属的 な集 団 とす

る よ うな階層 的 な民族 間関係 がみ られ る.ス ルー 諸 島の南部 で は,海 サマ人 は1940

年代 か らイ スラー ムを受容 し始 めた.し か しかれ らは,い ま もなお タ ウスグ人や 陸サ

マ人 か ら 「正統 な らざる」 ム ス リム とみ な され続 けてい る.

スルー諸 島か らサバ 州南 東岸 にか けての地域 は,19世 紀 末頃 まで スルー 王国(Sulu

Sultanate)と して知 られ るイ ス ラーム王権 国家 の支配 下 にあ った.ス ルー 王国 は,

15世 紀 後 半まで に スルー諸 島 中部 に成 立 した と され る.ス ル タン(sultan,王 国の

長)お よび ダ トゥ(datu)称 号 を持 つ世 襲貴族 は,主 にタ ウス グ人 に よって 占め られ

た.ス ル ー 王国 は,18世 紀半 ばか ら19世 紀半 ばに かけて,中 国な どとの 交易 を経 済

基盤 と して隆盛 をきわ めた.タ ウス グ人,陸 サマ人,海 サ マ人 とい う区分,お よび上

記 の よ うな階層 的 な民族 間関係 は,こ の時代 のスル ー王 国発 展 の過程 で生成 あるい は

顕在化 した と考 え られ て い る[Warren 1981;床 呂 1992].

20世 紀 初頭 にはア メ リカ の植 民地支配 がスル ー諸 島に も及 ぶ よ うにな り,ス ル ー

王 国は完全 に衰 退 した.し か しスル ー諸 島で は,現 在 に至 るま で,上 記 の よ うな階層

的 な民族 間 関係 が残 って い る.こ れ にたい してセ ンポル ナで は,後 にみて い くよ うな

過程 で,そ うした階層的 な民族 間 関係 や,海 サマ人 を 「正統 な らざる」 ムス リム とみ

なす よ うな集 団認 識 は消滅 して いった.

3サ バ 州に おけ るイス ラー ム

3.1植 民地期 のイス ラーム

ボル ネ オ 島北 部 は,19世 紀 末 にイ ギ リス北 ボル ネ オ 勅 許 会 社(British North

Borneo Chartered Company)の 統治 下 にお かれ た.そ の支配領 域 は北 ボルネ オ と称
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され た.第 二次 大戦 中 の 日本軍 占領 期 を経 て,1946年 か ら北 ボルネ オはイ ギ リス領

直轄植 民 地 とされた.1963年,北 ボルネ オ はサバ州 と してマ レー シア連邦 に加盟 し

た.現 在 のサバ州 の人 口は約140万 で,う ち約6割 が ムス リムで あ る.な お,以 下で

は混乱 を さけるた め,マ レー シア連 邦加 盟以 前の 時期 につ い て も,現 在 のサバ州 に相

当す る地理 的領 域 をサバ と呼ぶ ことにす る.

植 民地期 のイ ギ リス北 ボル ネ オ会社政府 お よびイ ギ リス北 ボル ネ オ政府 は,現 地 住

民 の有 力者 を有給 の原住 民首 長(native chief)に 任 命 し,彼 を植 民地 行政 の媒介 者

とす る間接 的 な統治 システ ム を構築 した.他 方,イ ス ラー ムにかん して両植 民地政 府

は,ム ス リムの婚姻 登録 の義務 な どを定 めた若干 の条例 を制 定 ・施 行 した が,そ れ 以

上 の制度化 を進 める ことはな かった.ま た植 民地期 のサバ には,民 間 レベル でイ ス ラ
ー ム団体 を形 成 しよ うとす る動 き もほ とん どなか った .そ うした動 きが始 ま るのは,

よ うや く1950年 代 後半 に なってか らの こ とで あ る[Muhiddin 1990:11-22].

1950年 代 後半 には,原 住民 首長や公 務員 な どの ムス リム ・エ リー トの 主導で,サ

バ独 自の民 間イ ス ラーム 団体 がい くつ か設立 され た .各 イス ラー ム団体 は,イ ス ラー

ム学校 の設 立や クル アー ン読誦 大 会 の開催 な どを地域 ご とに推進 した.し か し,そ れ

らが一つ に統合 され るま でに は至 らなか った[Muhiddin 1990:23-27].

3.2 USIAとMUIS一 イス ラーム の制度 化

サバ にお けるイス ラー ムの組織化,制 度化 が本格 的 に始 ま るの は,サ バ州 がマ レー

シア連 邦 に加盟 した後,ム ス タフ ァ(Mustapha bin Harun)を 党首 とす る統一 サバ

国民組 織(United Sabah National Organisation, USNO, 1961～92年)が 州政 権

を掌握 し,連 邦 政府 の支援 の も とでイ ス ラー ム重 視政策 を進 め た時代,つ ま り1960

年代 末 か ら1970年 代 前半 にか けての ことで あ る.ム ス タ ファはサバ 生まれ の タ ウス

グ人 ム ス リム,USNOは ムス リム を主 体 とす る政党 で あった.

1969年,ム スタ ファの主導 に よ りサバ で は じめての統一 イ ス ラー ム団体,統 一 サ

バ ・イ ス ラー ム 協会(United Sabah Islamic Association, USIA)が 設 立 され た

[Muhiddin 1990:36-37].そ の後,USNO率 い るサ バ州政府 は,1971年 にサバ ・

イ ス ラー ム評議 会(Majlis Ugama Islam Sabah, MUIS)を 設 立,1973年 には州 憲

法 を改訂 し,イ ス ラー ム を 「州 の宗 教(=公 式 宗教)」 に定 めた(そ れ ま で 「州 の宗

教 」は定 め られ てい なか った).MUISは,マ レー シア 半島部諸 州 のイス ラー ム評 議

会 に準ず る,サ バ で最初 の公 的なイ ス ラー ム行政機 構 で あった[Muhiddin 1990:58].

1976年,ム ス タフ ァは失脚 し,サ バ 大衆 団結 党(Parti Bersatu Rakyat Jelata

Sabah,通 称 ブル ジャヤBerjaya党,1975～90年)がUSNOに か わって州 政権 を掌

握 した.ブ ル ジャヤ党政 権 の も と,USIAは イス ラー ム行 政 にお ける実質 的な役割 を

失 った[Muhiddin 1990:56-57].し か し,MUISを 中心 とす るイ ス ラー ム制度化 政

策 は継 続 され た.1979年 か らブル ジ ャヤ 党政権 は,財 政,組 織 ・人事 管理,宗 教 施

設建設,教 育,布 教(ダ ク ワ,dakwah),イ スラー ム法(シ ャ リー ア,syariah),福

祉,広 報 とい う機 能別 に区分 され た8つ の部 門 をMUIS内 部 に設 置す るな ど,MUIS

の組 織改 編 を進 め,イ ス ラー ム行 政 システ ム を よ り体 系 的 な もの に整備 してい った.

また1979年 に は,サ バ では じめて シ ャ リーア裁判 所(mahkamah syariah)を 制 度

化 した[MUIS n.d.] 5).1985年 にブル ジャヤ党 にかわ って州 政権 を掌握 したサバ 統
一 党(Parti Bersatu Sabah

, PBS, 1984年 ～現在)も,MUISを 主体 とす るイ ス ラ
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ーム制度化 政策 を継続 した.

1994年 には,統 一マ レー 人 国民組 織(United Malay National Organisation,

UMNO.1946年 にマ レー 半島で結 成)を 中心 とす る政 党連 合,国 民戦線(Barisan

Nasional)が 州政権 を奪 取 した.UMNOは1991年 か らサバ 州 に進 出 して いた.国

民戦線 率 い る州 政府 は,1996年 にイス ラー ム行 政 の実施機 関 と してサバ州 イ ス ラー

ム局(Jabatan Hal Ehwal Agama Islam Negeri Sabah, JHEAINS)を 設 立 し,こ

の機 関 にそれ までMUISが 担 ってい た 中央 か ら郡 レベル ま でのイ ス ラー ム行 政 の実

務全般 を統 括 させ る よ うにな った.他 方 でMUISは,イ ス ラーム行政 の 実務 にはか

かわ らな くな り,イ ス ラー ム行政 を監督 す る と ともに,州 政府 にた い して イス ラー ム

に関係 す る政 策 の立案 や提言 をお こな うイ ス ラー ム行 政 の諮 問機 関 になっ た.ま た,

1995年 には,シ ャ リー ア裁 判所 を統括 す るシ ャ リー ア司法局(Jabatan Kehakiman

Syariah)が,1996年 にはフ ァ トワ(fatwa,イ ス ラー ム法裁 定)の 審 議 ・発 行 をお

こな うムフテ ィ局(Pejabat Mufti)が 設立 され た[MUIS 1998].JHEAINS, MUIS,

シャ リー ア 司法 局,ム フテ ィ局 は,い ずれ も州 首席大 臣府 内 に設 置 され て い る.こ こ

に至っ てサバ州 のイ ス ラー ム法制 は,マ レー シア半 島部諸 州 と同様 の もの にな った.

3.3イ スラーム 教育 の展 開

サバ には植 民地 統治 期 の末 まで,マ レー シ ア半 島部 にお け るポ ン ドク(pondok)

や マ ドラサ(madrasah)の よ うなイ ス ラー ム教 育施設 が ほ とん ど存 在 しな かった 6).

サバ には,児 童 がイマ ム(イ ス ラー ム指 導者)や ハ ジ(マ ッカ巡礼 経験者)の 家 で ク

ル アー ン読 請 な どを学 ぶプ ガ ジア ン(pengajian)式 の教 育 しか な か った[Jamdin

1995].

イ ス ラー ム 知識 を体 系 的 に教 え るマ ドラサ型 のイ ス ラー ム学 校 がサ バ に設 立 され

るのは,1960年 前 後 にな ってか らの こ とで あ る.先 述 した地方 イ ス ラー ム団体 が,

それ ぞれ独 自にイ ス ラー ム学校 を開設 した.1969年 以 降 は,USIAが これ らのイ ス

ラー ム学 校 を管理 下 にお き,同 時 に多 くのイ ス ラー ム学校 を新 設 した[Muhiddin

1990:71-72].

サバ州 のイ ス ラー ム教育 が質 と量 の面 で大 き く発展す るのは,1972年 以降,つ ま

りMUISが イ ス ラー ム教 育 を統括 す る よ うに なってか らの こ とで あ る.MUISは 児

童 向 けの初 等 ・中等イ ス ラー ム学校 のみ な らず,成 人 向けのイ ス ラーム教 室 も各地 に

開設 した[MUIS n.d.].1996年 以 降,イ ス ラー ム学校 はJHEAINSの 管理 下 に移 さ

れ た 7).

注 目してお きたい のは,サ バ州 には 訓練 され たイ ス ラーム教 師が不 足 してい たた め,

USIA,MUISが ともにマ レー半 島の ム ラユ人 教師 をサバ のイ ス ラー ム学校 の教員 と

して採 用 した ことで あ る.USIAとMUISは また,教 科書 や教 育カ リキ ュ ラムについ

て も,マ レー半 島の ジ ョホール州 や クラ ンタ ン州 な どの イス ラーム評議 会 が用 いてい

た もの を導入 した[Safi 1993].

3.4イ スラーム の制 度化 にみ る二つ の特徴

以 上 に述 べ たサバ州 にお け るイ ス ラー ムの組 織化 とイ ス ラー ム教 育の展 開 には,二

つ の特徴 が あった.一 つ はム ラユ化 であ る.こ れ は特 に教 育 の分野 におい て顕著 な特

徴 で あった.サ バ で は,マ レー シア連 邦加 盟後 に多数 のイス ラー ム学校 が設 立 され,
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体 系的 なイ スラー ム教 育 がお こなわれ るよ うに なった.そ の教 育で は,マ レー半 島の

カ リキ ュ ラム,教 科書 が用 い られ,ま た教員 に はマ レー 半島 出身 の ム ラユ 人が多数 採

用 され た.マ レー半 島の教 育 システ ム,そ して教員 まで もが かな りの程 度 その ままサ

バ に移 植 され たので あ る .

も う一 つ は公 的性格 の強 さで あ る.た とえば植 民 地期 のマ レー シア半 島部(イ ギ リ

ス領 マ ラヤ)に は,民 間 のイス ラー ム教育機 関で育成 された イス ラー ム知識 人層 や,

かれ らが組 織す るイ ス ラー ム改革 運動 な ど,非 官製 の多様 なイ ス ラー ムの知 的伝統 が

あった[Roff 1994[1967]:Chap.3].し か しマ レー シ ア連 邦加盟 以前 のサバ には,そ

う した伝統 が欠 けて いた.

サバ では,よ うや く植 民地 期末 期 に地 方イ ス ラー ム団 体が形 成 され る よ うに な り,

マ レー シア連 邦加盟 後 に は じめて 統一 的 なイス ラー ム団体 で あ るUSIAが 結 成 され

た.し か し,い ず れ の団休 もそ の主導者 は体制 の主流 にあっ た政 治家 や公務 員 であ っ

た.そ して かれ らが 主体 とな ってMUISを 設 立 し,イ ス ラー ム行政 ・教 育制度 を確

立 して いった.こ の よ うにサバ にお け るイ ス ラー ムの組織 化 は,ほ ぼ全面 的 に公 的 な

枠組 み のな かで展開 した ので ある.

4セ ンポルナ郡 に お けるイス ラー ム の制度化

4.1民 族 状況 の概略

サバ州 の南東 部 に位 置す るセ ンポル ナ郡 は フィ リピン との 国境 に接 し,古 くか らス

ル ー諸 島 との つ なが りが深 い.も っ と も古 くか らの住 民 とみ な され てい るのは,サ

マ ・クバ ン(Sama Kubang)と 自称す る陸 サマ人 で ある.以 下で は クバ ン系陸 サマ

人 と記す.他 にスルー 諸 島出身 の陸サ マ人 も多 く住 む.ス ルー諸 島 の有力 民族 であ る

タ ウス グ人 は,こ こでは少数 派 で ある.

セ ンポルナ周 辺域 は,19世 紀末 か ら北 ボル ネ オ会社 の統 治下 にお かれ た.会 社 政

府 は,ス ル ー王 国 と結 びつ いた タ ウスグ人貴族 や 陸サマ人 首長 の影響 力 を排 除す るた

めに,1902年,ス ルー 王国 との 関係 が よ り希薄 で,か つ スルー 王 国起源 の貴族称 号

を持 た な い クバ ン系 陸サ マ 人 の ウダ ン(Udang)を 主 要 な原 住 民 首長 に登 用 した

[Warren 1971:93-97].会 社 政府 の政 策 は成 功 し,ウ ダ ン とその後継 者 た ちはセ ン

ポル ナ で傑 出 した政 治有力者 にな った.1960年 以 降は,ウ ダ ンの親族(キ ョウダイ

の孫)で あ るサ カ ラン(Sakaran bin Danadai)が セ ンポルナ にお け る政治 の 中心人

物 にな った[Ismail et al. 1996].

4.2イ スラーム の制 度化

植 民地期 のセ ンポルナ では,イ ス ラーム の活 動 が広 い範 囲 で組 織化 され る こ とは な

かった.1960年,地 方イ ス ラー ム団体 の一 つで あ るサバ ・イ ス ラー ム協 会(Persatuan

Islam Sabah, PIS)の 支部 がセ ンポルナ にお かれ,原 住 民首長 を務 めて いたサ カ ラ

ンがそ の代 表 にな った.こ の ときサ カ ランは,マ レー半 島出身 のム ラユ人 を郡 の首席

イ マム(imam daerah.以 下,郡 イ マ ム)に 任 命 した.郡 イ マ ムは,郡 で もっ とも主

要 なモ スクで あ る郡 モス ク(masjid daerah)の 礼 拝 を主導 した.1969年 にはUSIA

の支 部 がセ ンポルナ に作 られた.そ の代 表者 もサ カ ランで あった.彼 は この ときは州

議会議 員 で あった[Ismail et al.1996].セ ンポル ナの イス ラーム活 動 は,サ カ ラン

が主導す るPIS支 部 とUSIA支 部 に よって は じめて組 織化 され た 8).
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1974年 にはMUISの 支部 がセ ンポル ナ に設 立 され,イ ス ラー ム諸活 動 の管理 を

USIA支 部 か ら引 き継 いだ.1996年 か らは,JHEAINS支 部 がMUIS支 部 にかわ っ

てイ ス ラー ム行 政の 実務 を統括す るよ うになった.表1は,現 在 のJHEAINSセ ンポ

表1JHEAINS(MUIS)セ ンポルナ支 部 の機 能 と役割

主題

①行政管理と組織

開発

②結婚と離婚

③モスク

④ダクワ(布教,イ
スラーム推進)

⑤教育
⑥財務

⑦イスラーム法(シ
ャリーア)

概要
イスラームの行政 管理と組織運営をおこなう.支 部長は代表として,郡 イマム(imam

daerah)な どの支部役員のほか,教 区イマム(imam kariah),イ スラーム学校教員

を有給の職員として統括する.

郡イマムの監督のもと,教 区イマムにムスリム住民の結婚 と離婚を管理させる.教 区イ

マムは結婚ないし離婚を執行 し,そ の登録手続きをおこなう.教 区イマムはまた,結 婚

や離婚にかんする係 争を調停する.

教 区イマムおよび村イマム(imam kampong)を 通 じて各村 のモスクを管理する.教

区イマムおよび村イマムにたいしては,モ スク運営委員と協力してイスラーム活動を推

進するよう指導する.

本部のダクワ部のプログラムにしたがって,イ スラーム指導者にたいする研修の実施,

学識者の村のモスク等への派遣,イ スラーム講話会の開催などのイスラーム推進活動

をおこなう.

イスラーム学校を運営する.そ の教員を任命 ・監督する.

ザカートおよびフィトラー(義 務とされている宗教税)を 徴収と財務管理をおこなう.

州 のイスラーム条例にたいする違反行為の監視 ・取り締まりをおこなう.同 条例 にかか

わる訴訟をタワウのシャリーア裁判所に取り次ぐ.

出典:JHEAINS,Semporna[1999].

ル ナ支部 の機 能 と役割 をま とめた もので あるが,こ れ らの機 能 と役 割 は,MUIS時 代

の1981年 まで に定 め られ て いた.セ ンポルナ にお けるイ ス ラー ム行 政 は,MUIS時

代 にム ス リムの社 会 生活全般 に及 ぶ包括 的 な もの に なったの であ る.

4.3イ スラーム 教育 の展 開

1960年,サ カ ランはPIS支 部 に働 きか け,セ ンポル ナで最 初の初 等イ ス ラー ム学

校 を設 立 した.こ の学校 は 「町(プ カ ン)の 宗 教学校(Sekolah Ugama Pekan)」 と

称 され た.以 下で はプカ ン校 と記す.サ カ ランは,上 述 のム ラユ人郡 イマ ム を教 師兼

校長 と して採用 した.現 在 まで のプ カ ン校 の歴代 の校 長 三人 は,す べ てマ レー半 島出

身 のム ラユ人 であ る(出 身地 は ヌグ リス ン ビラン,ペ ナ ン,ク ダ).そ の後1970年 代

初頭 ま でに,さ らに二校 のイ スラー ム学校 が設 立 された[Ismail et al. 1996].

MUISの 時代 には,イ ス ラー ム学校 の教 員 の拡 充,建 物 の増設,改 築が お こなわれ

た.1980年 代 前 半まで イス ラー ム学 校 の教員 は,ほ とん どすべ て がマ レー半 島出身

のム ラユ 人で あ った.た だ し,1980年 代 の後 半か らは,サ マ人 を主 とす る現 地 のム

ス リム が教 員 に採 用 され る よ うにな ってい る.

4.4イ スラーム をめ ぐる社 会秩序 の再編

セ ンポル ナ にお けるイ ス ラー ムの組織化 は,サ バ州 全体 で のイス ラー ム制 度化 の過

程 とほぼ全 面 的に連 動 して いた とい える.こ こで もイス ラー ム行 政 ・教育 は,1960

年 代 になって は じめて制度化 され た,そ の推進 役 は体制 の主流 にい る政 治指 導者 で あ

った.イ ス ラー ムの行 政お よび教 育 システ ムは,1970年 代以 降,MUISの 主導 で急
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速に整備 された.そ のイスラーム制度化の過程には,ム ラユ化が ともなわれていた.

では,こ うしたイスラームの制度化はセンポルナのムス リム社会にいかなる影響 を

あたえたのか.そ れは,① イスラーム社会のスルーか らの切 り離 しとマ レーシアへの

接合,② ムラユ的要素 と公的機関へのイスラームの権威の移行,③ その結果生 じたイ

スラームをめぐる社会秩序の再編 とい う三点に要約できる.以 下,そ れぞれ について

検討する.

① イスラーム社会のスルーからの切 り離 しとマ レーシアへの接合

JHEAINSセ ンポルナ支部での聞き取 りによれば,植 民地期末までタウスグ人やス

ルー諸島出身の陸サマ人は,イ スラーム知識の面においてクバ ン系陸サマ人 を劣って

いるとみなす傾向があった.ス ルー諸島には,ス ルー王国時代すでに一定のイスラー

ムの知的伝統が形成 されていたが,セ ンポルナにはそ うした伝統がなかったためであ

ると考えられる.

クバン系陸サマ人のサカランが,郡 イマムにマ レー半島出身のムラユ人を選び,同

時に彼 を郡で最初のイスラーム学校 の校長に任命 したのは,こ うした状況においてで

あった.こ の ことは,ス ルー諸島出身者 よりもマ レー半島出身のムラユ人のほ うが 「正

しく」イスラームを実践 し,ま た教 えることができる,と い う彼の認識の表明 とその

実行 にほかならなかった.こ の人事を象徴的な契機 として,セ ンポルナのムス リム社

会はスルー諸島か ら切 り離 され,ム ラユ とい う権威 を媒介 にマ レーシアに接合 されて

いった.

② ムラユ的要素 と公的機関へのイスラームの権威の移行

公的イスラーム学校がイスラーム教育の中心になってい く過程で,セ ンポルナでは,

その教員に採用 されたマ レー半島出身のムラユ人が,ス ルー諸島出身者 にかわってイ

スラームの知的権威 とみな され るよ うになった.ま た,1960年 代にイスラーム学校

や世俗学校(国 民学校)の イスラーム教育でムラユ語が使用 され るよ うになると,ム

ラユ語 がイスラームを媒介す る言語 として広ま り始 めた.そ れまでサマ人 らは,村 の

モスクにおける金曜礼拝時の説教(フ トバ,khutbah)や プガジアン教育においては,

サマ語やタウスグ語を使用 していた[長 津2002].1970年 代 には,MUIS支 部が村

のイマムらにムラユ語の使用を推奨 し,さ らには村のモスクにムラユ語のイスラーム

教本 を配布 した.以 後,イ スラームを媒介する言語 としてのムラユ語は,村 レベル に

まで普及 していった.

こうしてセ ンポルナでは,ム ラユ人 とムラユ語がイスラームの権威 を表象するよう

になった.た だ し,よ り大きな枠組みでイスラームの権威を担っていたのは,公 的イ

スラーム機 関,つ ま りMUIS支 部であった.MUIS(1996年 か らはJHEAINS,以

下省略)支 部は,1974年 か らセンポルナのイスラーム行政 を統括す るよ うにな り,

1980年 代以降は,先 に表1に 記 したよ うに,ム ス リムの社会生活 とイス ラームの諸

活動 を包括的に管理 していった.MUIS支 部は,セ ンポルナにおけるイス ラームの権

威を一元的に担 うよ うになったのである.

③ イスラームをめぐる社会秩序の再編

以上のようなイス ラーム制度化の過程で,セ ンポルナのイスラームをめぐる社会秩
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序 は大 き く再編 され てい った.行 政 の面で は,郡 レベ ル か ら村 レベル に至 るま でのイ

スラー ムの指導者 がMUIS支 部 に よって管理 され るよ うに なった.1970年 代後 半,

MUIS支 部 は,村 を代表 す るイマ ム らイ ス ラー ム指導者 を,資 格 を審査 した 上で許 可,

任命 す る よ うにな った.さ らに1981年 には,イ マ ム を有給 の教 区イ マ ム(imam

kariah)と その他 の村イ マ ム(imam kampong)と に 区分 し,郡 イマ ム - 教 区イ マ ム

 - 村 イマ ム とい う階層 的 な区分 に した が ってその権 限 を定 めた9).つ ま り,誰 がイス

ラーム の指 導者 と してふ さわ しいの かは,村 人 で はな く,MUISが 判 断す る よ うに な

ったの であ る.

教 育 の分 野 では,イ ス ラーム学校 に よるイ ス ラー ム教 育の一般 化 に ともない,新 た

なイス ラー ム知識 人層 が形成 され た.中 等 レベ ル以 上 のイス ラー ム学校 を卒 業 した,
一般 に ウス タズ(ustaz

,イ ス ラー ム教師)と 呼 ばれ る知 識人 で あ る.ウ ス タズは,

村 の礼拝や クル アー ン学習 で も指 導的 な役割 を果 たす よ うになった.村 レベ ル での ウ

スタズ の存在 は,公 的イ ス ラー ム学校 にお け る教育 を上位 とし,学 校 に よ らないプガ

ジア ンの よ うな教育 を下位 とす る,教 育 の序列 を一般 の ムス リム に意識 させ るよ うに

なった と考 え られ る.

この よ うにセ ンポルナ のイ スラー ムを め ぐる社会 秩序 は,行 政,教 育双方 の分野 に

お いて,公 的機 関を軸 に再編成 され た.そ の結 果 ここでは,イ ス ラー ムの指導 者,教

育,そ して 日常 のお こない を公 的 一非公 的 とい う二分法 で 区分 し,前 者 をよ り 「正 し

い 」イ ス ラー ム とみ なす認識 が一般 に も広 まって い った.

5海 サ マ人の イス ラーム化

5.1カ ッロン村

カ ッ ロン村 の海 サ マ人 は,も とも とはスル ー諸 島南部 のサ ッラン島(仮 名)周 辺 か

らの移 民 で あ り,1950年 代 まで セ ンポルナ の沖合 で船上 生活 を営 んでい た.1950年

代後 半 にかれ らは,セ ンポルナ の町 か ら3キ ロメー トル ほ ど離 れた サ ンゴ礁 の浅瀬 に

杭 上家屋 を建 てて住 む よ うになった.こ うして カ ッロ ン村 が形成 され た.1970年 代

以 降,フ ィ リピン南 部で 生 じた内戦 を避 けて,ま た サバ州 での就 労機 会 を求 めて,サ

ッラ ン島の海 サマ人 な どが多数 カ ッロ ン村 に流入 した.そ の結 果,村 の人 口は急増 し,

1965年 には36軒(440人)[Sather 1997:63-65]し かな かった家 屋 は,1997年 に

は644軒(約6,500人)を 超 えるまで にな ってい た.

1960年 代初頭 まで,カ ッ ロン村 の海 サ マ人 の ほ とん どは漁民 で あった.し か し現

在 では,漁 民 の割合 は4割 程度 にす ぎず,か れ らの生 業 は,海 産物仲 買,公 務 員,商

店 での勤務 な ど多様化 してい る.

5.2イ スラーム 化の概 略

1950年 代 半 ばまで,セ ンポルナ の海 サ マ人 はイ ス ラー ム を受容 してい なか った.

かれ らは祖 先霊 な どの諸精 霊 を信仰 し,そ れ らに向 けた儀 礼 をお こな っていた.

当時海 サマ人 は,セ ンポル ナ の港湾 を停 泊地 として船 上生活 を営 んで いた.そ の船

団 の リー ダー であ ったテ ィンギ(男 性,現 在76歳)に,税 関の官 吏で あ りかつ郡 モ

スクのハ テ ィブ(khatib,金 曜礼拝 の際の説 教師)で もあった一人 の陸 サマ人 が,礼

拝 を学び ム ス リム にな る ことを勧 めた10).テ ィンギは この勧 めに応 じ,息 子 の ワジ ャ

リ(現 在56歳),甥 の クル ニア(現 在55歳),妻 の甥 の息子 の ロンバ ン(現 在53歳)
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ら数 人 の青年 とともにハテ ィブか ら礼拝 の仕 方 を学 んだ11).

テ ィンギた ちは,こ の 頃か らカ ッロ ン村 に定住 し始 めた.礼 拝 の基礎 を覚 えたテ ィ

ンギは,村 人 を率い て 自らの家 の露台 で礼拝 をお こな うよ うにな った.他 方で ワジ ャ

リ,ク ル ニア,ロ ンバ ン らは,ハ テ ィブ の家 に住 み こみ,ク ル アー ン読誦 や イ ス ラー

ムの儀 礼 のや り方 な どを学 んだ.

こ うして海 サマ人 の一部 は,イ ス ラー ムを実践す る よ うにな った.し か し,陸 サマ

人や タ ウス グ人 は,海 サマ人 が郡 モス クな どの公 のイス ラー ム施 設 を使 用す るこ とを

許 さな かった.海 サ マ人 を 「ア ッラー に崇 られた(sinukna)民 」 とす るスルー諸 島

起源 の差別 的 な神 話 がそ の根拠 とされ た.1960年 代 半 ば,プ カ ン校 のム ラユ人校 長

の承認 に よ り,よ うや く海 サマ人 は郡モ ス クでの礼 拝 に参 加 し,ま たイ ス ラー ム学校

に入 学 でき る よ うにな った.1974年 に設 置 されたMUIS支 部 は,ム ス リム用共 同墓

地 を海 サ マ人 に開放 した.

1967年 には,テ ィンギ が村 にス ラ ウ(surau,小 規模 な礼拝堂)を 建 て た.1977

年,MUIS支 部 はクルニ ア らをイス ラー ム指 導者 と して公認 し,同 時 に村 のス ラ ウで

金 曜礼拝 をお こな うことを認 めた.以 降,多 くの海 サマ人 が礼拝 に参加 す る よ うに な

った.

表2カ ッロン村 の主なウスタズ

仮名
タスビル 1)

バ ンサ ン

シッテイ 1)

ヌリア 1)

ニダル 1)

クハ ティ

性 生年
男 1965

男 1966

女 1968

女 1969

男 1970

男 1973

イスラーム学校での学歴

プカン校初等第6学 年修了 - 一SMUIT 2)中等第5学 年修了

 - SMUTPHR 3)中等第6学 年修了

プカン校の夜間教室で2年 間学ぶ(学 年無).そ の後タスビ

ル,ニダルから個人的に学ぶ

プカン校初等第6学 年修了 - SMUIT中 等第5学 年修了

 - SMUTPHR中 等第6学 年修了

プカン校初等第6学 年修了 - SMUIT中 等第5学 年修了

 - SMUTPHR中 等第6学 年修了

プカン校初等第6学 年修了 - SMUIT中 等第5学 年修了

 - SMUTPHR中 等第6学 年修了一アル・アズハル大学イスラ
ーム法学科(在エジプト) 4)在学中

プカン校初等第6学 年修了 - SMUIT中 等第5学 年修了

現在の職

サバ州クナクの

初等イスラーム学校教員

センポルナの

初等イスラーム学校教員

センポルナの

初等イスラーム学校教員

センポルナの

初等イスラーム学校教員

JHEAINSク ナク支部

職員

センポルナの

初等イスラーム学校教員

注記:1)タ スビル、シッティ、ヌリア、ニダルはキョウダイ.

2)タ ワウ・イスラーム中等学校(Sekolah Menengah Ugama Islamiah Tawau,第1～5学 年).

3)ト ・プアン・バッジャ・ラフマ中等宗教学校(Sekolah Menengah Ugama Toh Puan Hajjah Rahmah,第1
～6学 年.在コタキナバル).

4)JHEAINSの 職員として1998年 から留学.

出典:筆 者の調査による.

1970年 代 後 半 か ら,海 産 物 仲 買 人 な どの 比 較 的 裕 福 な海 サ マ 人 が,本 格 的 に子 供

をイ ス ラ ー ム学 校 に通 わ せ る よ うに な っ た.そ の うち 数 人 は,サ バ 州 内 の 主 要 都 市(タ

ワ ウや コ タ キナ バ ル)に あ るイ ス ラー ム 学 校 の 中等 科 や 上 級 ク ラス に 進 学 した.修 了

後 か れ らは,イ ス ラー ム 学 校 の 教 師 や 公 的 イ ス ラー ム 機 関 の 職 員 に採 用 され,ウ ス タ

ズ と呼 ばれ る知 識 人 層 を形 成 した.表2は カ ッ ロ ン村 の 主 な ウス タ ズ の イ ス ラー ム 学

校 で の 学 歴 と現 在 の職 を示 して い る.1990年 代 の カ ッ ロ ン村 で は,そ れ ま で のイ マ
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ムたちにくわえ,こ れ らの20代 後半から30代 半ばの若い ウスタズたちが,村 でのイ

スラーム学習や礼拝実践において指導的役割 を担 うようになった.

現在カッロン村の海サマ人は,平 均的にみて他村に劣 らない熱心 さでイスラームを

実践 している.か れ らは,預 言者ムハンマ ドの生誕祭やクルアー ン読誦 大会な ど,郡

レベルのイスラーム行事にも積極的に参加す るよ うになっている.

5.3イ スラーム化の三つの局面

以上に概観 した海サマ人のイスラーム化の過程には,三 つの鍵 となる局面があった.

それは,① 郡モスクな どの公的なイスラームの場への参加,② イスラーム指導者 とモ

スクにたいする公的な承認の獲得,③ ウスタズ とい う知的権威の形成である.以 下で

はこの三つの局面について詳述 し,そ の上でかれ らのイスラーム化 とイス ラームをめ

ぐるマクロな歴史 との関係を整理 していこ う.

① 郡モスクなどの公的なイスラームの場への参加

礼拝を学んだ後 も海サマ人 は,郡 モスクにお ける礼拝への参加 を拒否 され るなど,

陸サマ人や タウスグ人か らの差別 を受け続 けた.陸 サマ人のイスラーム知識人の一部

は,海 サマ人を 「ア ッラーに崇 られた民」 とす る神話 をクルアーンに基づ くものでは

ないとして批判 した.に もかかわらず神話 とそれを根拠 とす る海サマ人差別はなくな

らなかった.神 話 の効力を失わせ,陸 サマ人やタウスグ人の海サマ人にたいする差別

的対応 を改めさせたのは,イ スラーム学校のムラユ人校長であった.

ティンギによれば,1960年 代半ばに数人の海サマ人がイスラーム学校で子弟を学

ばせ ようとした.陸 サマ人 とタウスグ人の親は,海 サマ人が入学すると自分たちの子

供にもアッラーの崇 りが及ぶ と考 え,海 サマ人の入学に大反対 した.こ れにたい し校

長はクルアーンを持 ってきて,「 どこにそのよ うなことが書いてあるのか示 してみな

さい」とその親たちをとがめた.親 たちは黙 り込んだ.ム ラユ人校長は,郡 モスクで

も同様 の非難を した.こ うして海サマ人は,イ スラーム学校 と郡モスクとい う公的な

イスラームの場に参加できるよ うになった.

以上の出来事は,神 話 がムラユ知識人 とい う外来の権威 によってよ うや く打破 され

たことを物語っている.も ちろん校長が深い知識の持 ち主であったことも重要であっ

た.し か し知識による否定だけでこの神話を崩せなかったことは,陸 サマ人ハテ ィブ

らの非難にもかかわ らず,神 話を根拠に した海サマ人差別が続いていたことか らわか

る.神 話が効力を失ったのは,「 より正 しい」イスラームの担い手 とみな され るよう

になっていたマ レー半島出身のムラユ知識人 がそれ を否定 したからであった とい え

るだろう.

② イスラーム指導者 とモスクにたいす る公的な承認 の獲得

1977年 にMUISは,海 サマ人がカ ッロン村のスラウで金曜の集 団礼拝をおこな う

ことを許可 した.こ のことは,海 サマ人 自身が集団礼拝の導師(イ マム,imam),説

教師(ハ テ ィブ,khatib),礼 拝の呼びかけ人(ビ ラル,bilal)す べてを務めること

ができることと,十 分な数の海サマ人が礼拝に参加 していることを,MUISが 認めた

ことを意味 していた 12).そ してこの とき,ス ラウは正式なモスクとしてMUISに 登

録 された 13).
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陸サマ人ハテ ィブのもとでクルアー ンを学んだクルニアたちは,そ の後 もUSIAや

MUIS支 部のイスラーム講習会 に積極的に参加 した.そ の結果1977年 には,ク ルニ

ア,ロ ンバン,ナ ジャヤ(男 性,現 在61歳)の3人 がイス ラーム指導者 としてMUIS

支部 に公認 された.ナ ジャヤはサ ッラン島出身の海サマ人である.か れ らには,「 村

イマムにたいす る許可書(surat kuasa imam kampong)」 が与えられ,そ れにより

イスラーム指導者 としての任務を遂行す ることが許可 された.さ らに1981年 には,

ワジャリが教区イマムに任命 された.

海サマ人が自分たちのモスクで金曜の集団礼拝をおこな うよ うになったことは,か

れ らのイスラーム化を他 のムス リムに伝 える可視的な出来事であった.し かも,公 的

な宗教機関がその指導者 とモスクを 「正 しい」と認 めていた.陸 サマ人やタウスグ人

は,こ のように公認 された海サマ人のムス リム としての地位 を否定す ることはできな

かった.

③ ウスタズとい う知的権威 の形成

1990年 代になると,カ ッロン村の海サマ人のあいだに新たなイス ラーム知識人層

が形成 された.イ スラーム学校 でイスラーム知識 を学んだウスタズたちである(表2).

海サマ人ウスタズたちは,郡 レベルのクルアーン読誦 大会などでたびたび入賞 した.

かれ らはイスラームの行事のほか,世 俗学校や政府機関でお こなわれ る様々な行事の

際にも,ク ルアーンや ドゥア(dua,ア ッラーにたいす る祈祷)を 朗誦 するイスラー

ム知識人 として招かれ るよ うになった.海 サマ人 ウスタズの知的権威は,郡 レベルで

も認 められ るようになったのである.

これ らのウスタズがイスラームを指導 していることは,カ ッロン村の海サマ人ムス

リムが 「正 しく」イスラームを実践 していることを他村のムス リムに印象づけること

になった.く わえてかれ らの存在は,他 のムス リムが海サマ人にたいす るイスラーム

に名 を借 りた差別神話 を語 ることを不可能にした.い まやかつてのよ うな神話を語 る

人は,こ うしたウスタズの前で,逆 に自らのイスラームにかんす る無知を露呈 して し

ま うことになるのである.

5.4イ スラーム化の構図

1960年 代以降,サ バ州 にお けるイスラームの制度化 が進行す る過程で,セ ンポル

ナのムス リム社会はスルー諸 島か ら切 り離 された.海 サマ人にたいす る差別神話を創

り,か れ らを周辺化 してきたスルー諸島起源のイスラーム的秩序は,国 境の向こ うに

退け られた.こ のことがまず,カ ッロン村の海サマ人のイスラーム化の前提条件 とし

てあった.

そ してセンポルナでは,イ スラームの制度化の過程でムラユ人 とムラユ語,公 的イ

スラーム機 関が新たにイスラームの権威 を表象するようになった.こ れ らの新たな権

威の登場が,前 項で述べた① と②の局面にお ける鍵になっていた.こ れ らの権威の存

在を背景 として,海 サマ人は公的なイスラームの場に参入 し,ム ス リム として認知 さ

れていったのである.

さらに② と③の局面は,カ ッロン村の海サマ人が,公 認 されたイスラーム指導者 と

モスクお よび公的教育を受けた ウスタズ とい う公的イスラーム機 関が承認 した 「正 し

い」イスラームのエ ッセンスを備 えることによって,ム ス リムとしての地位 を確立 し
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ていっ た こ とを示 してい る.そ れ が可能 で あった のは,イ ス ラーム制度 化 の過程 で再

編 され たセ ンポルナ のイ ス ラー ムの社会 秩序 にお いて は,公 的 - 非公 的 とい う区分 が

「正 しい」ム ス リムであ るた めの参照基 準 にな っていた た めであ った といえ るだ ろ う.

6儀 礼 の変化 - マ グ ンボ ・パ イ ・バハ ウ とマガル ワをめ ぐって

これ まで にみ た よ うにカ ッロン村 の海 サマ 人のイ ス ラー ム化 は,公 的イ ス ラー ム機

関に よって制度化 され,「 正 しい」と位 置づ け られ たイ ス ラー ム のあ り方 - これ を 「公

的 イス ラー ム」 と呼 ぼ う - を受 け入れ てい く過 程 で もあった.そ の過程 で かれ らの宗

教 実践 は どの よ うに変化 した のか.以 下 では,マ グンボ ・パイ ・バ ハ ウ(mag?mboq

pai bahauq)と マガル ワ(magarwah)と い う二つ の儀 礼 に着 目 して,公 的イ ス ラー

ムの受 容 に ともな うかれ らの宗教 実 践 の再編 過 程 とそ の メカ ニ ズム につ いて 考察 す

る.前 者 は,か つて海 サマ 人 に とって もっ とも主要 な儀 礼 であ ったが,1980年 代 以

降 は衰 退す る よ うにな った儀 礼 で,後 者 は逆 に,か つて はマイ ナー な位 置 づ けであ っ

たが,1980年 代 以 降,盛 んにお こな われ るよ うなった儀 礼で あ る.

6.1「 伝統 的」信仰 の諸概 念

1964～65年 にカ ッロン村 で民族 誌的調 査 をお こな ったセイ ザー に よれ ば,1960年

代 半ば まで にカ ッロ ン村 の海 サマ 人 は,霊 的存 在 にたいす る信仰 とイ ス ラーム とが混

清 した信 仰 を持 ち,そ れ に基 づ く儀 礼 を実践 す るよ うに なっ てい た[Sather 1997:

Chap.10] 14).そ れ らを 「伝 統 的」 な信 仰 ない し儀 礼 と呼ぶ ことに しよ う.

海 サマ 人 の 「伝 統 的」儀i礼は,悪 霊サ イ タン(saitan),祖 先 霊 ンボ(?mboq),精

霊 ジ ン(jin)な どの霊的 存在 にた いす る畏怖 の観念 と強 くかかわ って い る 15).「伝 統

的 」儀礼 を司 って きた カ ッロン村 の霊媒 やイ マ ムに よれ ば,こ れ らの霊的存 在や それ

らを対象 とす る儀礼 は次 の よ うに説 明 され る.サ イ タンは,人 間 に短期 的 な病 気や 一

時 的な災 い を引 き起 こす.人 間 に よるサイ タ ンの居住 地へ の物理 的 な侵 犯 がそ の原 因

であ る とされ る.サ イ タ ンに向けた儀 礼 は,サ イ タン を追 い払 うた め,あ るい はサイ

タ ンに旗や 香水,食 事 な どを捧 げて,居 住地 を侵 犯 した こ との許 しを乞 うた めにお こ

なわれ る.

サイ タ ンが引 き起 こす のは短期 的 な病 気や 一時 的 な災 いで あ るが,こ れ にた い しン

ボは,よ り重 篤で長 期的 な病気 や災 い を引き起 こす.そ うした災 い をサマ語 で 「ブス

ン(busung)」 とい う.こ こでは 「崇 り」 と訳 してお く.ブ ス ンの原 因 は,死 者 また

は祖 先 を忘れ る,近 い親族,特 に親 キ ョウダイ 間で憎 しみ あ うとい った,倫 理的 な規

範や慣 習 的行為 か らの逸脱 に求 め られ るこ とが多 い.ン ボ は,そ うした逸脱 にたい し

て怒 り,ブ ス ンを引 き起 こす とされ る.ジ ンは,祖 先霊 の ンボに よって現世 の人 間の

あいだ に遣 わ され,災 い を もた らす,あ るいはそ の原 因を人 間に伝 え る.

ンボ に向 けた儀礼 は,ブ ス ンを被 った ときに ンボま たは ジンにそ の原 因を尋ね,ン

ボの許 しを乞 うた め にお こ なわれ る.あ るい はそれ は,「 祖 先 の慣 習 的 な お こない

(pangkat ka?mboan)」 の模倣 反復 で あ る とも説 明 され る.祖 先 の慣 習的 なお こな

い を模 倣反 復す るこ とは,す なわち ンボ を忘 れて いな い こ と,ン ボ を敬 って いる こ と

を ンボ にた い して示す こ とで あ り,そ の行 為 に よ りブス ン を防 ぐこ とがで き る とされ

る.
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6.2儀 礼 の消 失 とその文脈

1960年 代 まで,サ イ タ ンに向 けた儀 礼 や ブス ンにか かわ る儀 礼で は,霊 媒 が中心

的 な役 割 を果 た して いた.霊 媒 もジ ン と呼 ばれ るが,以 下で は精霊 を指 す ジ ン との混

同を避 け るた め霊媒 とのみ記 す.か つ て は2,3世 帯 に1人 は霊媒 が存在 した.霊 媒

には男性 も女性 もい た[Nimmo 1990a:22-26;Sather 1997:301-304].霊 媒 は,霊

的存 在 と交感 して災 いや ブス ンの理 由を尋ね,そ れ を一般 の海 サマ人 に伝 えた とされ

る.し か し海 サマ 人がイ ス ラーム化 して い く過程 で,霊 媒 は 「非イ ス ラー ム的」存 在

とみな され る よ うにな り,1970～80年 代 以 降,そ の宗教 的,社 会的役 割 を徐 々に失

ってい った 16).現 在 の カ ッロ ン村 には,1割 弱 の世 帯 に しか霊媒 は残 ってお らず,ま

たかれ らは,後 述す るマ グ ンボ・パイ ・バハ ウ儀 礼以 外 の場 で霊媒 と して の役 割 を果

たす こ とは ほ とん どない.

霊 媒 のほ か,海 サマ人 の 「伝統 的」 な儀 礼や 慣行 のい くつ か も,か れ らがイ ス ラー

ム化 してい く過 程で 消失 した.マ グ トゥラク ・バ ラ(magtulak bala)と 呼ばれ るサ

イ タ ンの厄 災 を追 い払 う儀 礼や,舟 を解 体 して作 った棺 に遺 体 を入 れ,漁 具,衣 類,

楽器 な どの故人 ゆか りの品々 ともに埋 葬す る慣行 な どで ある.1970年 代末 まで に こ

れ らの儀i礼,慣 行 は,ご く一部 の村人 のあ いだ で しか実 践 され な くな った[Sather

1997:235-246,274-275].現 在 で はそれ らは,ほ ぼ完全 に破 棄 され て い る.

こ うした儀礼,慣 行 が 消失 したの は,公 認 イ マム らの理解 に したが えば,海 サマ 人

がそれ らをイ ス ラー ム に反す る行 為 とみ なす よ うに なったか らで ある.た だ し看過 し

てはな らない のは,公 的イ ス ラー ム機 関で あ るMUISの 介入 が,海 サマ人 がそれ ら

を 「非 イス ラー ム的 」 とみ なす 契機 にな ってい た こ とであ る.MUISセ ンポルナ支 部

は,カ ッロン村 の公認 イ マ ムたち にたい し,こ れ らの儀 礼,慣 行 がイ スラーム か ら逸

脱 して い るこ とを伝 え,批 判 していた ので あ る[c.f. Sather 1997:235-246].

も う一 つ指摘 して お きたい のは,破 棄 され た儀礼,慣 行 がお こなわれ ていた 「場 」

の問題 であ る.た とえばサ イ タ ンの厄 災 を追 い払 う儀 礼 は,村 に接す る海岸 の浅瀬 で

お こな われ て いた.ま た1970年 代半 ばか ら海 サマ 人 は,村 に隣接す る島の墓地 だ け

でな く,セ ンポルナ のム ス リム用公 共墓 地 に も遺体 を埋葬 す る よ うにな って いた.破

棄 され た儀 礼や慣 行 は,こ の よ うにオ ープ ンな場 でお こなわれ て いたが ゆ えに,陸 サ

マ 人な どの他 のム ス リムやMUISの 役 人の 目につ き,「 非 イ ス ラー ム的」 と批 判 され

る ことにな ったので あ る.

6.3マ グ ンボ ・パ イ ・バハ ウ儀礼

マ グンボ ・パ イ ・バハ ウ儀 礼 は,南 西風 の季節(8～10月)に フ ィ リピン ・スル ー

諸 島で陸稲 の初 米が収 穫 された後 にお こなわれ る.儀 礼 が対象 とす るンボは,具 体的

な故人 と祖 先 一般 の双 方 を指 してい る.パ イ ・バハ ウは 「新 しい籾 米 」 を意 味す る.

マ グンボ ・パ イ ・バハ ウを字 義 的 に訳 せ ば,「 初 米収 穫 時 に祖 先霊 に向け てお こな う

儀礼 」 とな る.

かつ てマ グ ンボ ・パ イ ・バ ハ ウ儀 礼(以 下,マ グンボ儀 礼 と略す)は,海 サマ人 の

宗教 生活 にお け るもっ とも中心 的 な実 践 であ った.セ イザ ーに よれ ば,1960年 代 半

ばのカ ッロン村 で は,こ の儀 礼 をお こなわ な けれ ば,重 病 が蔓延 す るな ど村 全体 が ン

ボのブ ス ン(崇 り)を 被 る よ うにな る と考 え られ てい た.そ れ ゆえ,村 の半数近 くの

世 帯がマ グンボ儀礼 を主催 し,ほ とん どす べ ての海 サマ人 が この儀礼 に参加 していた
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[Sather 1997:304-307].

しか しな が ら現在,マ グ ンボ儀 礼 は,か つて の よ うに広 くお こなわれ て はい ない.

1998年 に この儀礼 を主催 したの は,村 の1割 弱 の世帯 にす ぎなか った.以 下 では,

1998年 の観 察事例 に基 づ いて,現 在 の カ ッロ ン村 にお けるマ グ ンボ儀 礼 の概 要 を記

述 し,そ の うえで この儀 礼 の持続 と衰退 の要 因 を掘 り下 げて考 えて みた い.

6.3.1儀 礼の概 要

カ ッ ロン村 での儀 礼 に先 だ って,9月 半 ばす ぎか ら,霊 媒 の長 と数 人の イマ ムがス

ル ー諸 島のサ ッラン島 に行 き,マ グンボ儀礼 に参加 す る.か れ らは そ こで購 入 した初

米 をカ ッロン村 に持 ち帰 る.カ ッロン村 で のマ グ ンボ儀礼 は,霊 媒 た ちの帰 着後 に始

め られ る.1998年 の儀 礼 開始 日は,10月18日 で あった 17).儀 礼 の主催者 は霊媒 で

あ り,そ れぞ れ の霊 媒 の家で儀 礼がお こなわれ る.儀 礼 を執 行す る(ド ゥアな どを朗

諦す る)の は,公 認 イ マム のナ ジャヤ とロンバ ン,お よび他 の数 人 の非 公認 イマ ムで

ある.

初 日には,ア マ トゥンナ ・パイ(amatonnapai,「 籾 米 をお く」 を意味す る)と 呼

ばれ る儀 礼 がお こなわれ る.こ れ はマ グ ンボ儀 礼 を準備す るため の儀 礼 であ る.儀 礼

の際 には,ベ テル ・チ ューイ ングの 道具 な ど,先 代 の霊 媒 か らの相 続 品(プ サカ,

pusaka)が 床 に並べ られ る.そ の後,儀 礼 を主催 す る霊媒 の家 族 がサ ッラン島 か ら

運 ばれ てきた初 米 を炊 き,炊 い た ご飯 を10～30枚 ほ どの小皿 の うえに 山型 に盛 りつ

け,プ サ カ の前 に並べ る.こ れ らの ご飯 は,ン ボにたいす る供物(lutu)で あ る.

マ グ ンボ儀 礼 は,ア マ トゥンナ ・パ イ儀 礼 の翌 日にお こなわれ る.霊 媒,イ マ ム,

霊媒 の親族 を主 とす る他 の参加者 は,プ サ カ と供物 を取 り囲 んで座 る.参 加 者 には男

性 も女性 も含 まれ る.ま ず 霊媒 が香 を焚 い て,プ サ カに香 の煙 をあて る.こ の とき次

の よ うに言 う.

ンボ,儀 礼 の 時が きま した.あ なた の孫,イ トコ,家 族 は皆 こ こに来て います.

あなた のや り方 どお りに儀 礼 をお こなって います.供 物 を食 べ て くだ さい.わ た し

たち に災い を もた らさないで くだ さい.崇 らないで くだ さい.病 気 を取 り除 いて く

だ さい.

他 の参加 者 も,同 様 の言 葉 で ンボに呼び か ける.そ の後,イ マム がア ラ ビア語 の ド

ゥア を読 み あげ る.中 心 とな る ドゥア は,か れ らが 「マ ウル ドの書(kitab Maulud)」

と呼ぶ,預 言者 ムハ ンマ ドへ の賛 辞 を集 めたイス ラー ムのテ クス ト[Anon n.d.(a)]

に記 され て いる.

続 い てイマ ムは,「 饗 応 の ドゥア(dua kanduli)」 と呼 ばれ るサ マ語 や ム ラユ語 が

混 じっ た独 特 の ドゥア を詠 唱す る.そ の途 中,ン ボに遣 わ され た ジンが霊媒 に憑依 す

る.霊 媒 は叫び声 を あげた り,泣 き 出 した りす る.そ して供 物 を触 っ て,と きにそれ

を持 ちあげて,何 か をつ ぶや く.霊 媒 の一 人 に よれ ば,た い ていは儀 礼のや り方 が祖

先 のや り方 と異 な ってい る こ とへ の不満 で あ る とい う.

イ マ ムは 「饗応 の ドゥア」 を歌い終 え,つ いで平安祈 願 の ドゥア を朗誦 す る.こ れ

で儀 礼 は終 了す る.儀 礼 後 の共食 は な く,供 物 はイマ ムや 他 の参加者 に与 え られ る.
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6.3.2マ グンボ儀礼はいかに持続 されてきたのか

上述のようにマグンボ儀礼においては,サ マ人の儀礼について従来の民族誌的研究

が指摘 してきたイス ラームと霊的存在への信仰 との混淆 が典型的に示 されている.儀

礼はイマムによる ドゥアの読誦 ・詠唱 と,祖 先霊から遣わされた精霊の霊媒への憑依

とい う二つの場面で構成 されてお り,ま たイマムによる ドゥアの詠唱が精霊の霊媒へ

の慧依を導 くかたちになっている.

村でイスラームの知的指導者 となっているウスタズたちは,こ うした混淆 的構成 を

問題視 し,マ グンボ儀礼を 「非イスラーム的」行為 と批判 している.か れ らの批判は,
「饗応の ドゥア」にも向けられている.「饗応の ドゥア」は ドゥアと称 されてはいる

が,祖 先か ら伝 えられた とされ る独 自の章句で構成 されている.ウ スタズたちは,こ

の ドゥアを 「でた らめな言葉(?lling missa bidda)」 と断 じ,そ のなかに預言者ムハ

ンマ ドやア ッラーの名がち りばめ られていることを批判 しているのである.た だ し,

儀礼 を執行 しているイマムらをかれ らが直接的に批判す ることはない.批 判の言葉 は,

主に同世代 の若い海サマ人のあいだで語 られ る.そ れで もウスタズがマグンボ儀礼 を

批判 していることは,村 では周知のことになっている.

ウス タズたちが批判するような 「非イスラーム的」要素 を含んでいるにもかかわ ら

ず,な ぜ一部の海サマ人はマグンボ儀礼 をこれまで維持す ることができたのだろ うか.

その一つの理由は,こ の儀礼が外部者の 目に触れない個人の家屋 内,つ ま り私的な空

間でお こなわれてお り,そ れゆえにMUISの 介入 を受けなかった とい う点にあると

思われる.こ の点でマ グンボ儀礼は,先 に述べたサイタンの厄災を追い払 う儀礼な ど

のような破棄 された儀礼 とは異なっていた.

もう一つの理 由は,1970年 代後半か らこれ らの儀礼を執行す るよ うになったイマ

ム,つ ま り公認イマムのナ ジャヤや ロンバンが,儀 礼 に微細な改編をくわえることに

よ り,マ グンボ儀礼をイスラームの儀礼 として位置づけようとしてきたことによって

いると思われる.ナ ジャヤによれば,1960～70年 代 にマグンボ儀礼 を執行 していた

イマムは,儀 礼の際,自 分が知る ドゥアをただ暗誦 していただけであった.こ れにた

い しナジャヤたちは,「 イスラームに したがって」預言者ムハ ンマ ドへの賛辞 が記 さ

れた 「マウル ドの書」を儀礼に採用 し,そ れを努めて正確 に読みあげるよ うになった

のだとい う.

とはいえ現在ではナジャヤたちは,ウ スタズがこの儀礼を 「非イスラーム的」と批

判 していることに気づいている.他 の村人同様 に,か れ らもウスタズがイスラームの

知的権威であることを承認 している,こ うした点をふまえれば,か れ らがなぜこの儀

礼を実践 し続けているのかとい う疑問は残 る.

筆者 は,ナ ジャヤや ロンバンに,数 度 にわた りマ グンボ儀礼 とイスラーム との関係

について尋ねた.そ の際かれ らは,「 この儀礼は慣習(addat)で あり,宗 教的な行為

ではない」な どと述べた後に,「 この儀礼 をお こなわないことによって引き起 こされ

るブスンはたいへんに強い.だ か ら儀礼をおこなわないわけにはいかない」と,ブ ス

ンにたいす る畏怖 をかならず語った 18).

ナジャヤ,ロ ンバ ンや,儀 礼に参加 している他の一般 の海サマ人は,い まもマ グン

ボ儀礼を重要視 し,そ れ をおこなわないことによって引き起 こされるンボのブスンを

特に強いとみな している.こ の ことは,か れ らにとってマグンボ儀礼がいまも祖先 と

自分たちとの紐帯を確認す るための行為,い わば自らのアイデ ンテ ィティ(同 一性)
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を確認 す るた めの主 要 な宗 教実践 で あ り続 けて いる こ とを示 して いる.ウ ス タズた ち

の批判 に気づ きつつ も,か れ らがマ グ ンボ儀 礼 をお こない続 けてい る理 由は,ブ ス ン

にたいす る畏怖 と儀礼 のそ うした 中心性 に よって い る と推 測 され る.

6.3.3マ グ ンボ儀礼 はなぜ 衰退 した のか

とは いえ この儀礼 は,も はや かつ ての よ うに は実 践 され て いない.そ れ が衰退 の過

程 に ある こ とは,既 述 の とお りで ある.

公認 イ マ ムの クル ニア に よれ ば,1980年 代 後半 に当時 まだイ ス ラーム学校 に在 学

中で あった ウス タズ た ちが,ジ ンの霊媒 へ の憑依 を ともなっ たマ グンボ儀 礼 をイ ス ラ
ー ム に反す るお こない と して批判 す る よ うにな った .そ れ 以後,ク ル ニア 自身や教 区

イ マム の ワジャ リはマ グンボ儀礼 にかかわ らな くな り,つ い で他 の海 サマ人 も徐 々 に

この儀 礼 か ら離 れて い った とい う.

マ グンボ儀礼 衰退 の背景 に ある海 サ マ人 の 「正統 」イ ス ラー ム志向,と い うよ りは

ウス タズた ちや クル ニア,ワ ジャ リに よって媒介 された公 的イ ス ラー ムの 「正 しさ」

へ の追従 には,「 ア ッラー に崇 られ た民」 とみ な され て いた過 去 につ いて のかれ らの

記憶 も作 用 していた と思 われ る.現 在 では,イ マ ムや モ ス ク運 営委員 で はない一般 の

海 サマ人 で あって も,イ スラー ムの実践 に比較 的熱 心 な人 はマ グ ンボ儀 礼 を批 判 的 に

捉 え る よ うに なって い る.か れ らは,「 そ うした儀 礼 をお こな うこ とは,村 の名 を貶

め るこ とにな る」,あ るい は 「儀 礼 が陸サ マ人 に見 られ た ら,わ た したち はまた 見下

され て しま う」 とい うよ うに筆者 に説 明 した.公 的イ ス ラー ムが規 定す る 「正 しさ」

の うちに 自 らを定位 してお こ うとす るかれ らの態度 は,周 囲 の他 のムス リムか ら 「正

統 な らざるムス リム」とみ な され てい たかつ ての境遇 に回帰す るこ とを危惧 す る意 識

に も起 因 して い る とい えるだ ろ う.

6.4マ ガル ワ儀 礼

マ グンボ儀礼 が衰退 しつ つ あるの と対照的 に,現 在 カ ッロン村 で盛 ん にお こなわれ

る よ うにな っ て い る の がマ ガ ル ワ儀 礼 で あ る.マ ガ ル ワ儀 礼 が 対象 とす る アル ワ

(arwah)は,基 本 的 にイ ス ラー ムにお け る霊魂,ル ー フ(ruh)の 概念 に基 づ いて

いる.サ マ語(お よびム ラユ語)の アル ワは,ア ラ ビア語 の アル ワー フ(arwah)に

由来す る.ア ル ワー フはル ー フの複数 形で あ る.マ ガル ワ儀 礼 にお けるアル ワは,も

っぱ ら死者 の霊 魂 を指 してい る.つ ま りマ ガル ワは,「 死者 霊 のた めにお こな う儀 礼」

とい う意 味 にな る.

1960年 代,ス ル ー諸 島の海 サマ人 の あい だで は,こ の儀 礼 はお こなわれ てい なか

った[Nimmo 1990b].マ ガル ワ儀礼 は,か れ らがイス ラー ムを受容 した後 にお こな

われ るよ うになった と考 え られ る.セ イザー に よれ ば,1960～70年 代,カ ッ ロン村

の海 サマ 人 のあいだ では,マ ガル ワ儀 礼 と思われ る死者 霊(ア ル ワ)に 向けた儀礼 が

お こな われ て いた.し か し,か れ らの宗教 生活 にお け るそ の位 置 づ けは,マ グンボ儀

礼 に比べれ ば,周 辺 的 な もの にす ぎなか った よ うで ある[Sather 1997:316-317].

カ ッ ロン村 の海 サ マ人 に よれ ば,マ ガル ワ儀 礼 が活 発 にお こなわれ るよ うになった

のは,1980年 代以 降の ことで あ る.1998年 には,村 の ほ とん どすべ ての世 帯 が この

儀 礼 にかかわ ってい た.現 在,マ ガル ワ儀 礼 は,個 々の世 帯 でお こなわれ る年 中儀 礼

のなか では,海 サマ人 の もっ とも主要 な儀礼 に なってい るよ うに思 われ る.
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マガル ワ儀礼 に は,す べて の公 認イ マ ムがか かわ り,そ の執行者 を務 める.ウ ス タ

ズた ち も近 い親族 が この儀礼 をお こな うときには,儀 礼 に参加 し ドゥア を朗誦 す る.

公 認 イ マ ム た ち に よれ ば,公 的 イ ス ラ ー ム機 関(か つ て のMUIS支 部,現 在 の

JHEAINS支 部)も,こ の儀礼 がイ ス ラー ム の 「正統 な実践(amalan yang sah)」

であ る ことを承認 して きた とい う.

1998年,マ ガル ワ儀 礼 は12月1日 か ら約2週 間の あいだ にお こなわれ た.以 下,

そ の観 察 事例 に基づ いてマ ガル ワ儀 礼 の概 要 を記 し,儀 礼活 性化 の メカニ ズム につ い

て考 察す る.

6.4.1儀 礼の概 要

イス ラー ム暦 第8月(シ ャアバー ン)の 満 月,つ ま り15日 はイ ス ラー ムで ニス フ

(nisfu)と 呼 ばれ る特別 な 日で あ る.村 で最初 のマガ ル ワ儀 礼 は,こ のニ ス フの数

日前 に,教 区イ マム の ワジャ リの家 でお こなわれ る.1998年 に は,12月1日 に最 初

のマガル ワ儀礼 がお こなわれた.そ の後 のニ スフ にもっ とも近 い 「金 曜 の夜(sangom

Jumaat,日 本 での木 曜 の夜)」,日 没 後 の礼拝 に続 い てニ ス フ礼拝 がお こな われ る 19).

ニス フ礼拝 は義 務(ワ ー ジブ)で は ないが,イ ス ラー ムの推 奨行 為(ス ンナ)と み な

され て い る.

村 の個 々 の世 帯で のマ ガル ワ儀 礼 は,ニ ス フ礼拝 の翌 日か らお こなわれ る.個 人の

家 でのマ ガル ワ儀礼 は,次 の よ うに実施 され る.

儀 礼 の主催者 は,コ コヤ シの 実や 山型 に盛 った ご飯 な どの供物 を準備 す る.他 に儀

礼 が対象 とす る故人 が好 んだ果物 や菓子 な ども供物 に くわ え られ る.そ の後儀 礼 の主

催者 は,儀 礼 の執行者 で あ るイマ ムや ウスタズ を2～3人 招 く.公 認 イマ ムが儀礼 を

主導 す る こ とが多い.儀 礼 の 中心 的 な参加 者 は平均10人 程 度 で,す べ て男性 で あ る.

かれ らは供 物 を取 り囲み,輪 にな って座 る.そ の後 ろに は女性 や 老人,他 の親族 が立

ち,儀 礼 を注視 す る.イ マ ム は次 の よ うに述 べて,マ ガル ワの開始 を告 げ る.

ここに来 るよ うに招 かれ た人 た ちよ 〔死者 霊 を指 す〕,わ た した ちの ところに来

て とも に過 ご して くだ さい.儀 礼 をお こな う家族 のた めに.… かれ ら 〔死 者霊 〕

は家族 と ともに食事 をす るた めに,こ こに来 て儀 礼 に参加 して います.さ あ儀礼 を

始 め よ う.

この とき,後 ろに立 つ女性 や老 人 は,「 ンボ」 と呼び かけ,あ るい は儀 礼 が対象 と

す る死者 の名 前 を叫び,「 お なかがす い てい るだ ろ うか らた くさん食べ て くだ さい.

後 〔日〕には戻 って こないで くだ さい.わ た した ちに災 いを もた らさないで くだ さい」

な どと語 りかけ る.

イマ ムた ちは こ うした 呼び かけ に気 を とめず,「 死者 霊 の ドゥア(dua arwah)」 を

中心 とす る ドゥア を朗誦 す る.「死者 霊 の ドゥア」は市販 のイ ス ラー ム の ドゥア集(た

とえば[Anon. n.d.(b)])に 掲載 され てい る.そ の内容 は,死 者 霊(ア ル ワ)の 加 護

をア ッラー に祈願 す る もので ある.ド ゥア の朗誦 が終 わ る と儀 礼 は完 了 し,後 は共食

にな る.供 物 と同様 に,こ れ らの食 事 に も儀 礼の対象 で あ る故 人が好 んだ食 べ物 が く

わえ られ る.供 物 は,イ マ ム を含 む参加 者 に配 られ る.
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6.4.2マ ガルワ儀礼におけるイスラーム的 「正 しさ」

いまみたよ うにマガル ワ儀礼か らは,霊 的存在の霊媒への憑依 や 「饗応の ドゥア」

のような 「非イスラーム的」要素は排除 されている.そ して儀礼は,次 のような一連

のイスラーム的要素によって構成 されている.

まず儀礼 の時は,イ スラーム暦に したがった特別な 日,ニ スフによって定められて

いる.イ スラームでは,ニ スフの夜,人 々はアッラーの慈愛をもっとも身近 に感 じる

ことができるとされている.こ の 日にアッラーに死者 の加護を祈願す るのは,イ スラ
ーム世界におお よそ共通 した行為である[Wesinck 1999] .ま た儀礼は,教 区イマム

の家での儀礼およびモスクでの活動を起点 とし,そ の後に一般の家でおこなわれ る.

儀礼の際に朗誦 される ドゥアは,死 者霊の加護 をアッラーに祈願するのに適切 なもの

である.つ ま りマガル ワ儀礼は,そ の開始時間,ス ケジュール,死 者の霊の加護 を祈

願す るとい う内容,テ クス トのいずれにおいても,イ スラーム的 「正 しさ」を確保 し

ているのである.

またマガル ワ儀礼は,公 的イスラーム機関によって 「正 しい」イスラームのお こな

いであると承認 されている.さ らにワジャ リ,ク ルニア,ウ スタズ とい う主要な公的

イスラームの担い手 もこの儀礼を執行す る.一 般の海サマ人は,特 にクルニアや ウス

タズたちの参加 をマガル ワ儀礼のイスラーム的 「正 しさ」の象徴 とみなしている.

6.4.3多 声的解釈と儀礼活性化のメカニズム

さて,マ ガル ワ儀礼が上記のようなイスラーム的 「正 しさ」を確保 していることを

ふまえた うえで,こ こで着 目したいのは次の点である.そ れ は,こ の儀礼が現実には

多様な解釈 のもとで実践 されてお り,そ の一部にはマグンボ儀礼 のような 「伝統的」

儀礼と連続する要素が含 まれていることである.マ ガル ワ儀礼についての ウスタズや

公認イマムの解釈,つ ま りこの儀礼はアッラーに死者霊の加護を祈願す る行為である

とい う解釈 - これを 「公定解釈」としよ う - は,基 本的にすべての参加者によって共

有 されている.し か し儀礼の中核をなす 「死者霊の ドゥア」ではな く,そ の周辺に存

在す る声や,供 物のあり方に視点を移す と,儀 礼がそ うした 「公定解釈」のみに基づ

いて実践 されているわけではないことがわかる.

上記の観察事例にお ける ドウアに先立つイマ ムのマガル ワ儀礼についての語 りを

みると,そ こにはマグンボ儀礼が始められる際の霊媒の語 りにあったような霊的存在

がもた らす ブスン(崇 り)や 病気の除去を求める言葉は含まれていない.し か しその

語 りは,対 象がンボではな く死者霊(ア ルワ)で あるとい う違いはあるが,死 者か ら

派生す る霊的存在が儀礼の場 に降 りてきて ともに食事をす ることを言明 している と

い う点では,マ グンボ儀礼における語 りと共通 している 20).

さらに,イ マムたちの後 ろに立つ女性や老人が発 していた言葉 に目を向けると,そ

れ らはンボや死者霊にたい して,食 事を とるよう,災 いをもたらさないよ う呼びかけ

ている.そ の呼びかけは,明 らかにンボや死者霊がブスンをもた らさないことを祈願

するものである.そ して供物 は,ン ボや死者霊に捧 げるために用意 されている.

また,マ ガルワ儀礼の主催者たちがそれ を主催 した意図を筆者に語った ときにも,

しば しばブスンとのかかわ りが強調 された.儀 礼をおこなわないことは,祖 先霊 ンボ

や死者霊がブスンをもた らす原因になる.そ のブスンを回避す るために,ま たは回避

できた ことを感謝するためにマガルワ儀礼をおこな う.少 なか らぬ海サマ人が,こ う
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した解釈のもとでマガル ワ儀礼を実践 していたのである.

マグンボ儀礼は,一 部で維持 されているとはいえ衰退 しつつあった.し か し,こ の

儀礼 をお こなわな くなった海サマ人が,ブ スンにたいする畏怖を意識 しなくなったわ

けではない.ン ボや死者霊が引き起 こすブスンは,い まもなお脅威 とみなされている.

マガル ワ儀礼 を一般の海サマ人の視点か ら捉 えなおせば,そ れはアッラーに死者霊

の加護 を祈願す るとい う 「公定解釈」にくわえて,霊 的存在 によるブスンへの畏怖 を

処理するための解釈を組み込んだ宗教実践でもあった と理解す ることができる.か つ

てマイナーな宗教実践であったマガル ワ儀礼は,そ うした解釈を組み込んだ宗教実践

として位置づけ られ るよ うにな り,1980年 代以降に海サマ人のあいだで活性化す る

よ うになった と考えられる.

ただ し,か れ らがそ うした解釈 を組み込んでマガル ワ儀礼を実践す ることができる

のは,こ の儀礼のイスラーム的 「正 しさ」が ウスタズや公認イマム,そ して公的イス

ラーム機関によって保証 されているためである,と い う点には留意 してお く必要があ

る.儀 礼 とい う容器のイスラーム的 「正 しさ」が公的に認め られているがゆえに,そ

の中身の解釈のいちいちが ウスタズや公的機 関によって検証 され るこ とがないので

ある.

7海 サマ人の宗教変容と国家 - 結びにかえて

『国民国家時代のイスラーム - ムス リム東南アジアにおける政治 と宗教再生』と題

された論集 の序文でヘ フナーは,1970年 代以降の東南アジア島唄部におけるイスラ
ーム復興 とそれに関連する社会現象が,国 民国家の成立,拡 大 と密接に関係 していた

ことを指摘 し,イ スラームと社会 との関係,イ スラームと国家 との関係 がイン ドネシ

ア,マ レーシア,フ ィ リピンそれぞれの植民地期以来の政治的文脈において異なる展

開をとげ,現 在に至っていることを的確 に論 じている[Hefner 1997:5,24-25].
ヘ フナーの指摘は,カ ッロン村における海サマ人のイスラーム化を理解す る うえで

も有効であったといえる.マ レーシアにおけるイスラーム と国家 との関係は,国 家の

イスラームへの直接的な関与によって特徴づけ られ る[Hefner 1997:24].海 サマ人

のイスラーム化,特 に地域社会におけるムス リムとしての地位の確立は,サ バ州政府

のイスラームへの関与が行政 と教育の面において具体化 し,中 央か ら郡,村 レベル に

まで浸透 していったイスラーム制度化の過程 と連動 していた.そ れは,マ レーシア連

邦加盟後のサバ州におけるイスラームをめぐる政治的,社 会的文脈から切 り離 された

ところでは,い ま と同 じよ うなかたちでは展開 しえなかったであろ う.ス ルー諸島の

海サマ人が現在に至るまで 「正統 ならざる」ムス リム とみなされ続 けていることは,

その傍証である.こ の意味で,カ ッロン村の海サマ人のイスラーム化,ム ス リムとし

ての地位の確立は,1960～70年 代以降のマ レーシアお よびサバ州 とい う政治枠組み

を構造的な背景 として生 じた歴史的,社 会的な現象であった といえる.

カッロン村における海サマ人の宗教実践の変化 もまた,サ バ州 にお けるイスラーム

の制度化 と密接 に関連 していた.そ れは,1970年 代以降にかれ らが,公 的イスラー

ム機関によって制度化 され,「 正 しい」 と位置づけられたイスラームのあ り方,公 的

イスラームを受容 してい く過程で生 じたものであった.海 サマ人の多くは,公 的イス

ラームの 「正 しさ」を承認 し,自 らの宗教実践 を少な くとも外面的にはそれ に沿った

かたちで組みかえてきた.
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ただ し,か れ らが公 的 イ ス ラー ムの 「正 しさ」 を受 け入れ て,自 らの宗教 実践 を変

化 させ てきた背 景 には,次 の よ うな個別 の 「世俗 的」事情 が あった こ とを看過 すべ き

ではな いだ ろ う.海 サマ人 は,公 的イ ス ラー ムの文脈 に 自 らを定位 す るこ とによって

ムス リム と しての地位 を確 立 して きた.そ れ ゆえにかれ らの 多 くは,公 的 イス ラー ム

を否 定 でき なかった し,ま た否定 しよ うともしなか った とい う事情 で ある.

そ して,海 サマ 人 の宗教 実践 の変化 にかん して本報 告 が指摘 した よ り重要 な点 は,

かれ らの公 的イ ス ラーム の受容 の仕 方 がか な らず しも一枚岩 的で はな く,ま た受動 的

で もな かった ことで あ る.1970年 代 以 降のイ ス ラー ム制度 化 の過 程 で生 じた かれ ら

の宗 教実践 の変化 は,具 体 的 には,そ れ までマ イナ ー な実践 で あっ たマガル ワ儀礼 が,

「非 イ ス ラー ム的」 とみ な され る よ うに なったマ グ ンボ儀 礼 にかわ って,か れ らの主

要 な宗教 実践 に変貌 して い く過程 と して あ らわれ た.マ ガル ワ儀 礼 は,公 的イ ス ラー

ムの文脈 におい て 「正 しい」 と認 め られ た実践 で あっ た.し か しなが らそ の過 程 は,

かれ らが公 的イ ス ラー ム を単 に受 動 的 に受 け入 れ てい く過 程 で はなか った.そ れ は,

儀 礼 につ いて のかれ らの解釈 や行 為 の差異 を視野 に入れ て微 視 的 にみ るな らば,公 的

イ ス ラー ム が規 定す るイ ス ラー ム的 「正しさ」を流用す るかた ちでの,あ るい はそれ

に適応 す るかた ちで の,海 サマ人 に よる宗教 実践再編 の過程 で もあった と理解 でき る

ので ある.
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セ ンター 「多 島域 フォー ラム」シ ンポジ ウム,「 東 南 アジア にお け るイ ス ラー ムの
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(Tawi・Tawi)島 周辺 に居住 す る陸サマ 人 を考 察 の対象 と してい る.

3)臨 地調 査 は,マ レー シア 国民大学(Universiti Kebangsaan Malaysia)へ の留 学

中 にお こなった,ま た 臨地調 査の後 に も,コ タキナバ ル な どで文 献調査 をお こな

った.調 査 に際 しては,平 成7年 度 文部省 ア ジア諸 国等派 遣留学 生制度,平 成11

～13年 度 文部(科 学)省 科 学研 究費補助 金基盤 研 究 「東南 アジア社 会 変容過程 のダ

イナ ミクス:民 族 間関係 ・移 動 ・文化再編 」(代 表:加 藤 剛京 都大 学大 学院教授),平 成

14～16年 度 文部 科学省 科 学研 究費補 助金 基盤研 究 「島嶼部 東 南アジアの開発過 程

と周 縁世 界:マ イノリティ・境 域 ・ジェンダー 」(研究代 表者:加 藤 剛京都 大 学 大 学院 教

授)の 助 成 を受 けた.

4)サ マ人 はバ ジ ャ ウ(Bajau)と い う他 称 で も知 られ てい る.サ マ人 にた いす る呼称

や サマ人 の 下位 分類 につ いて はNagatsu [2001]を 参 照.

5)そ れ まで は,原 住民裁 判所(英 語 で は"native court",ム ラユ語 で は"mahkamah

anak negeri")が イ スラー ムにか かわ る訴 訟 ・係 争 を司 ってい た.原 住 民裁判 所
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制 度 は,1910年 代 ま で にイ ギ リス 北 ボ ル ネ オ 会 社 政 府 に よ って 確 立 され た

[Ranjit Singh 2000:Chap.10].1979年 に制 度化 され た シャ リーア裁判所 は,

カテ ィ裁 判所(mahkamah kathi),上 級 カテ ィ裁判所(mahkamah kathi besar),

シャ リーア控訴裁 判所(mahkamah rayuan syariah)か らな る三審 制 とされ た.

カテ ィはア ラ ビア語 のカーデ ィー(qad1)に 由来 し,イ スラーム にお ける裁判 官

を指す.カ テ ィ裁 判所 は州 に5つ,上 級 カテ ィ裁 判所 とシ ャ リー ア控訴裁判所 は

ともに州 に一 つ設 置 され た[Johari 1983:16-23].1995年,カ テ ィ裁判所 は シ

ャ リーア下級裁 判所(mahkamah rendah syariah)に,上 級 カテ ィ裁判所 は シ

ャ リーア上級裁 判所(mahkamah tinggi syariah)に 改称 され た.同 時 に新た な

シャ リーア 下級裁 判所 が一つ設置 され,サ バ州 にお け る同裁判所 の数 は6に な っ

た(上 級 シャ リーア(旧 上級 カテ ィ)裁 判 所お よび シャ リーア控訴裁 判所 の数 は

変更 な し).

6)ポ ン ドク とは,中 東 でイ ス ラー ムを学ん だマ レー 半島出身 の ウラマ ー(ulama,

イ ス ラー ム学者)ら が,19世 紀前半 か らモ スクの脇や敷 地内 に設 立 したイ ス ラー

ム学 習用 の教 育施設 を指す.マ ドラサ とは,イ ス ラー ム改革運動 の影響 を受 けた

イ ス ラー ム知識 人 らが設 立 した,年 齢 ・能力別 の クラス分 けな どの世俗学校 の近

代 的教育 システ ムを採 用 した イス ラー ム学校 を指す.マ ドラサ は1910年 代 以降,

マ レー半 島の各地 に広 ま った[Rosnani1996:19-29].

7)1998年 のJHEAINS管 理 下の初等 ・中等 イス ラー ム学校 の数 は,132校 であ る.

8)1969～70年 のUSIAセ ンポルナ支部 の活 動概略 は,次 の よ うに報 告 され てい る.

郡モ ス ク内のイ スラー ム集会所建 設,マ レー半 島のイ ス ラー ム学校 で学ぶ 生徒二

人へ の奨 学金支給,ス ラ ウ(surau,小 規模 な礼拝 堂)の 増築 二件,マ ッカ巡礼

者 の送 り出 し,金 曜 日のイス ラーム講話 会の 開催,イ ス ラー ム学校 の管理運 営,

断食 明 け大祭 にお ける式 典の 開催[USIA 1970:21-24].

9)た とえ ば,い ず れのイ マ ム もイス ラー ムに したがって葬儀 を執行す るこ とがで き

る.し か し,結 婚や離婚 の法 的な手続 きをお こな うこ とがで きるのは,郡 イマ ム

と教 区イマ ムのみで あ る.村 イマム はその手続 き をお こな うこ とはで きない.駆

け落 ちの最終 的 な処理 は郡イマ ムがお こな う,な ど.

10)以 下 の村 人の 名 前 はすべ て仮名 とし,ま た 「現在 」の年齢 は1998年 時 の もの と

す る.年 齢 は推 定 によ るもの も含 んで い る.

11)こ こでの海 サマ人 のイス ラー ム化 にかんす る記述 は,テ ィンギ とワジャ リ,ク ル

ニアか らの聞取 りに よってい る.

12)礼 拝 の呼 びか け人 は,ア ラ ビア語 ではムア ッズ ィン(mua'dhdhin)で あるが,

東南 ア ジア 島喧 部で は,初 期 イス ラー ム時代 の代 表的 な礼拝 呼び か け人 の個人名

で あ るビラル(ビ ラール,Bilal)が,礼 拝呼び か け人 を指す一般名 称 になってい

る.

13)マ レー シアの公 的イ ス ラー ム機 関は,原 則 として,ス ンナ派 の四大法学派 の うち

のシャ フィイ ー学派 に したが ってイ ス ラーム行政 を執行 して いる.シ ャフ ィイー

学派 で は,40人 の成年 男子 の参加 が金 曜の集 団礼 拝 が有 効 となるた めの条件 にな

ってい る.セ ンポルナ のJHEAINS支 部 によれ ば,サ バ州 で は,40人 の成 年男

子 の参加 に くわ えて,そ のモ ス クに属す る集 団礼拝 の導 師,説 教 師,礼 拝 の呼び
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か け人 がい るこ とが,金 曜 の集 団礼拝 を実施す るた めの必要条件 とされ てい る.

そ して,こ の条件 をみた し,金 曜礼拝 がお こなわれ る礼拝所 がモス クに,条 件 に

みた ない小 規模 な礼 拝所 がス ラウに分類 され る.

14)セ イザー は,1974年 と1979年 にもそれ ぞれ3週 間 と2ヶ 月 間,カ ッロン村 で

再調査 お こな ってい る.

15)ジ ン,サ イ タ ンは それ ぞれ ア ラビア語 のジ ン（jinn,精 霊),シ ャイ ター ン(shaytan,

悪 魔 ない し悪霊)に 由来す る.ジ ン とシャイ ター ンは,い ずれ もクル アー ンに記

され た超 自然 的存 在 で あるが,海 サ マ人はイ ス ラー ムを受容す る以前 か ら,霊 的

存在 にたい して これ らの名称 を用い ていた よ うであ る[Nimmo 1990a].

16)サ バ 州 で は,ム ス リムが公 の場 で霊 媒 と しての儀礼的行 為 をお こな った場合,そ

の行為 はイス ラー ム行政法 に よる処罰 の対象 にす らな りかね ない.

17)正 確 にい えば この 日は,次 に述べ るマ グンボ儀 礼 を準備 す るための儀礼 の開始 日

で ある.

18)"addat"は サマ語 の発音 に したが った表記 であ る.ム ラユ語で は"adat"に なる.

19)イ ス ラーム の暦 では,一 日は 日没 とともに始 まる.そ のた めムス リム社会 で の 「金

曜 の夜 」は,日 本 での 「木曜 の夜」 に相 当す る.

20)た だ し,ウ スタズ がマ ガル ワ儀礼 を執行す る ときは,そ うした言葉 は語 られ ない.
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